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5名 が受賞

文
化

の
日

に
あ
た

る
十

一
月
二
日
、
青
森

あ
す
な
ろ
ホ
ー

ル
で
平
成
十

一
年
度
褒
賞
受
賞
式

が
行
わ
れ

、
公
共

の
福
祉

増
進

へ
功
労

が
あ

っ
た
五
名
が
表
彰

さ
れ
ま

し
た
。

褒
賞
式
で
は
、
高
松
村
長
の
式
辞
　
　
力
し
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
謝
辞

の
後
、
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
賞
状
　
　
を
述
べ
、
式
典
終
了
後
は
、
そ
れ
ぞ

を
手
渡
し
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
　
　
れ
の
分
野
で
の
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

た
え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

古
川
長
光
さ
ん
が

「
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
い
か
し
今
後
も
、
よ
り

一
層
努

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
十

一年
度

褒
賞
受
賞
者

爾
不
□

古こ
朋

轟
海
さ
ん
　
Ｌ
嚇貯財〓湖一制ｒ脚動認

（相
内
）
　

受
賞
Ｇ

奈
良
　
義
美
さ
ん

（太
田
）

昭
和
三
十
八
年

一
月
当
村
の
派
立

納
税
貯
蓄
組
合
設
立
時
よ
り
平
成
八

年
二
月
ま
で
の
間
に
十
五
年
間
会
計
、

昭
和
四
十
七
年
二
月
よ
り
組
合
長
に

推
さ
れ
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

当
組
合
の
収
納
率
は
組
合
設
立
時
よ

り
完
納
を
達
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
よ
り

七
年
間
、
市
浦
村
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
理
事
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
四
年

四
月
よ
り
現
在
ま
で
二
十
年
間
連
合

会
会
長
を
歴
任
し
、
市
浦
村
全
体
の

収
納
率
向
上
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
三
年
よ
り
、
木
炭
組
合

の
設
立
に
参
画
し
、
農
業
を
営
み
農

業
共
済
評
価
員
二
十
三
年
間
、
ま
た
、

福
祉
活
動
に
お
か
れ
て
は
、
日
本
赤

十
字
奉
仕
団
活
動
歴
三
十
三
年
、
村

社
会
福
祉
協
議
会
設
立
時
よ
り
の
評

価
員
ま
た
は
監
事
と
し
て
二
十
六
年
、

民
生
児
童
委
員
歴
十
五
年
間
と
永
き

に
亘
り
村
政
の
発
展
、
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

これまでの功労をたたえ

▲受賞者を代表して古川長光さんが謝辞を述べる▲受賞者 1人 ひとりに表彰状が手渡されました
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松
江

昭
和
三
十
七
年
以
来
三
十
六
年
有

余
、
市
浦
村
職
員
と
し
て
そ
の
職
務

に
奨
励
し
、
常
に
研
鑽
に
努
め
、
地

方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

岡
本
兼
四
郎
さ
ん

（相
内
）

浦
村
消
防
団
団
員
を
拝
命
以
来
三
十

し
て
有
事
災
害
時
に
お
い
て
、
自
ら

率
先
し
て
出
動
し
、
異
敢
な
る
消
防

活
動
を
展
開
し
、
幾
多
の
災
害
の
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
地
域
の

財
産
、
生
命
等
民
生
の
安
定
に
努
め

て
お
り
、
そ
の
功
績
は
誠
に
大
き
い
。

現
在
は
、
団
本
部
分
団
長
と
し
て
、

永
年
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
基
に

各
分
団
の
指
揮
及
び
団
員
の
育
成
に

尽
力
し
て
い
る
。

三
浦

俊

一
さ
ん
⌒相
内
）に
奨
励
賞

農
業
振
興
の
た
め
の
取
組
み
を
し
て

い
き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
か
み

（
三
浦
さ
ん
夫
妻
）

員
会
委
員
と
し
て
の
役
割
や
重
要
性

「書』恥・ｃん・　　陵嘲［れに耀畔ιこ経麟ゆ袷喫囃貯

（斗上二）　　囃賠物画叫鰤計雌劃』“̈
剣「

圭
日
山
【
　
　
二曾

さ
ん

（太
田
）

助
成
団
体
に
相
内
青
年
団
が
選
ば
れ
る

第
七
回
ろ
う
き
ん

一
億
円
基
金

青
森
県
内
で
、
「元
気
な
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
の
た
め
、
地
道
な
活
動
を

支
援
し
て
い
る

「
ろ
う
き
ん

一
億
円

基
金
（青
森
県
労
働
金
庫
主
催
ご

助

成
団
体
に
、
相
内
青
年
団

（秋
田
谷

兼
仁
団
長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

長
年
の
虫
送
り
主
催
な
ど
の
地
道

な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

相
内
青
年
団
に
は
、
活
動
助
成
金
と

し
て
二
十
万
円
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に

今
年
度
の

「
ろ
う
き
ん

一
億
円
基

金
」
に
は
県
内
か
ら
七
十
四
団
体
の

応
募
が
あ
り
、
十
五
団
体
が
助
成
団

体
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
の
一

団
体
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
秋
田
谷
団

長
は

「青
年
団
の
先
輩
方
、
小
学
校

や
各
種
団
体
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
助
成
団
体
に
選

ば
れ
た
と
思
う
。
虫
送
り
の
歴
史

・

伝
統
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
。
こ
の

賞
を
励
み
に
今
後
も
地
域
の
郷
ｔ
芸

能
で
あ
る
虫
送
り
を
活
気
付
け
て
い

き
た
い
。
助
成
金
で
は
大
鼓
を
購
入

十

一
月
十

一
日
青
森
市
に
お
い
て
、

明
日
を
拓
く
青
森
県
農
業
賞
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
三
浦
俊

一
さ
ん
が
個

別
経
営
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞
、
表

農
業
賞
は
、
地
域
の
立
地
特
性
を

生
か
し
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
二
十

一
世
紀
の
青
森
県
農
業
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
新
技
術
の
導
入
な
ど
に
取
組

三
浦
さ
ん
は
、
気
象
条
件
の
厳
し

い
米
主
体
の
市
浦
村
に
お
い
て
、
ト

マ
ト
づ
く
り
を
い
ち
早
く
導
入
し
、

産
地
化
を
実
現
し
た
功
績
と
、
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
採
用
の
新
技
術
や
大
型
ハ

ウ
ス
ヘ
の
更
新
な
ど
、
管
理
面
で
着

実
に
経
営
改
善
を
図
っ
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
に
は
、
妻
の
さ
ゑ
子
さ
ん

「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
今
後
も
地
域

し
た
い
．」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
市
浦
付
か
ら
の
ろ
う
き
ん

一
億
円
基
金
の
助
成
団
体
は
、
平
成

八
年
の
演
劇
サ
ー
ク
ル
「阿
蘇
部
族
」

に
次
い
で
二
団
体
目
に
な
り
ま
す
。▲ろうきん 1億円基金助成団体に

選ばれた相内青年団のみなさん
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十三地区漁業集落排水施設
やかた

振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
　

　

施
設
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
．　
　
　
　
　
改
善
が
図
ら
れ
、
漁
場
開
発
の
振
興

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
続
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
　

　

に
人

い
に
役
立

つ
も
の
と
確
信
し
て

竣
工
式
で
は
、
施
設
の
完
成
を
祝

　

　

―
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
高
松
村

　

　

い
る
。
将
来
は
全
村
に
普
及
し
て
い

い
村
内
外
か
ら
、
ｌｉ
事
関
係
者
ら
八
　

　

長
が

「中
世
の
国
際
港
湾
都
市
　
十
　

　

き
た

い
（
」
レ
」
あ

い
さ

つ
。
日
常
生

十
名
が
参
列
、
高
松
村
長
、
浜
田
議
　

　

一二
湊
遺
跡
が
地
域
内
に
あ
る
こ
と
か
　

　

活
に
直
結
し
た
生
活
排
水
の
問
題
を

会
議
長
ら
が
王
串
を
き
さ
げ
た
後
、　
　
　
ら
自
然
環
境
や
、
景
観
形
成
に
配
慮

　

　

解
決
す
る
た
め
に
も
、
「水
の
館
」
へ

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
王
が
開
か
れ
　

　

し
た
中
前
潟

の
浄
化
と
生
活
環
境
の
　

　

の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
．

電
気
の
適
正
使
用
の
普
及
を
目
的
に

「水の臨」が完成

槻十三地区爵業集獲緋水籠織麟坤

目
国
口
因
園
日
日

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
問

東
北
電
力

ｏ
中
里
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

電
気
設
備
が
適
正
に
使
わ
れ
て
い
　

　

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
村

る
か
な
ど
の
点
検
を
行
う
奉
仕
事
業
、　
　
内
十

一
戸
の

一
人
暮
』
し
高
齢
者
宅

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
電
気
設
備
点

　

　

，τ
訪
間
、
漏
電
の
点
検
、
蛍
光
灯
の

検
訪
間
が
十

一
月
十
七
日
東
北
電
力
　

　

占
一検
掃
除
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
行

い

中
里
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
に
　

　

ま
し
た
．

訪
問
宅
で
は
、
「
男
手
が

い
な
く
、

普
段
高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
蛍
光
灯
は

な
か
な
か
掃
除
で
き
な

い
．
今
回
掃

除
し
て
も
ら

っ
て
大
変
助
か

っ
た
」

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
（

東
北
電
力
で
は

「地
域
の
電
力
と

し
て
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し

て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
ま
す
¨

▲完成した十三地区漁業集落排水施設「水の館」
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が
開
か
れ
ま
し
た
¨

れ
、
第

＾
部
は
高
松
付
長
ら
が
出
演

し
、
「
地
域
活
性
化

へ
の
収
り
組
み

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
対
談

が
、
第
二
部
は
、
青
森
県
特
産
品
セ

ン
タ
ー
中
付
元
彦
理
事
長
が
進
行
役

を
務
め

「
麺
類
で
の
地
域
お
こ
し
、

今
後
の
展
開
は
」
を
テ
ー
マ
に

ン
シ

ホ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
麺
類
を
通
し

食
会
］
村
特
産
の

「
し
じ
ム
ラ
ー
メ

ン
」
を
初
め
二
十
る
県
内
十
七
町
付

の
地
域
お
こ
し
、
め
ん
類
の
コ
ー
ナ

ー
が
並
ぶ
と
あ

っ
て
会
場
と
な

っ
た

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
は
、
順
番
侍

ち
の
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況

地域お|=●11め
―|ん1類

″に

▲地元「しじみラーメン」も大人気 ▲順番待ちができるほど大盛況

約
四
千
′
、
の
来
場
者
は
、
思

い
思
い

た
め
ん
顎
を
お

い
し
そ
う
に
味
わ

「

て
、
十
三
湊
遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説

明
会
が
開
か
れ
ま
し
た

説
明
会
に
は
、
実
際
の
発
掘
現
場

の
見
学
や
出
上
品
な
ビ
が
直
に
電
学

で
き
る
と
あ

「́
て
、
北
海
道
を
は
し

め
県
内
外
か
ら
七
十
名
が
現
地
を
訪

が

「
中
世
の
港
湾
都
市
は
、
殆
ビ
が

い
人
が
住
ん
で
い
た
の
で
は

」
ヒ
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
「

ま
た
、
船

の
荷
掲
け
場
ヒ
推
測
さ

れ
る
場
所
で
の
発
掘
調
査
で
は
、
船

着
場
で
使
用
さ
れ
た
細

い
杭
な
し
か

運
び
、
積
み
降
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
で
き
る

」̈
と
説
明
が
あ
―，
ま
し
た

そ
の
後
、
参
加
者
は
実
際
の
発
掘
現

場
を
見
学
す
る
な
ビ
し
て
い
ま
し
た

十
二
終́
選
跡
に
対
す
る
関
係
者
の

来
年
度
以
降
の
発
掘
調
合
に
期
待
が

麺めんサミットin十三湖

433-
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コ

　

　

訓

ナ
ナ
カ
マ
ド

・
八
重
桜
な
ど
…

百
七
十
本
を
植
樹

～
森
と
川
と
海
の
絆
推
進
事
業
植
樹
祭
～

ン
タ
ー
で
、
約
三
百
人
の
入
場
者
を

集
め
、
磯
松
出
身
の
伊
南
善
仁
さ
ん
、

「十
三
湖
の
女
」
を
唄
う
浅
野
麻
里

子
さ
ん
、

「望
郷
十
三
の
砂
山
」
を

唄
う
立
花
竜
二
さ
ん
の
二
人
の
歌
手

と

「し
う
ら
音
頭
」
の
振
り
付
け
や

「十
二
湖
の
女
」
を
作
詞
し
た
四
国

民
舞
輪
の
会
総
本
部
長
宮
川
和
扇
さ

ん
が
出
演
し
、
「十
三
湖
の
女
（と
さ

の
ひ
と
こ
の
制
作
発
表
会
が
行
わ
れ

村
か
ら
は
、
十
三
の
砂
山
保
存
会

の
皆
さ
ん
十
二
人
が
出
演
し

「十
三

の
砂
山
」
踊
り
を
披
露
、
発
表
会
に

準
を
添
え
ま
し
た
。

十
三
湖
の
女
は
、
宮
川
さ
ん
自
身

が
民
舞
和
扇
流
三
十
五
周
年
と
い
う

区
切
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
市
浦

村
へ
の
想
い
と
、
市
浦
村
と
輪
の
会

「十
三
湖
の
女
」
を
唄
う
浅
野
さ
ん

と
の
文
化
交
流
の
永
遠
に
願
い
を
込

め
、
「少
し
で
も
市
浦
村
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
」
作
詞
し
た
唄
で

「ぜ

ひ
市
浦
村
の
皆
さ
ん
に
唄
と
踊
り
を

披
露
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
今
回

実
現
し
た
も
の
で
す
。

高
松
村
長
が

「村
の
応
援
歌
を
作
り

続
け
て
い
る
宮
川
先
生
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
、
こ
れ
ま

で
の
宮
川
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
、
村

か
ら
は
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
っ

コ
ン
サ
ー
ト
は
第

一
部
で
浅
野
麻

里
子
さ
ん
が

「十
三
湖
の
女
」
な
ど

を
、
第
二
部
で
は
、
立
花
竜
二
さ
ん

が

「望
郷
十
三
の
砂
山
」
な
ど
を
、

第
二
部
は
伊
南
善
仁
と
唄
な
か
ま
と

題
し
、
地
元
の
歌
手
で
あ
る
伊
南
さ

ん
が

「片
恋
酒
」
ほ
か
六
曲
を
熱
唱
、

会
場
か
ら
は
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

最
後
は
、
入
場
者
と
出
演
者
が
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
し
う
ら
音
頭
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
、
唄
と
民
謡
と
踊
り
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
最
後
ま
で
盛
り
上

が

つ
て
い
ま
し
た
っ

こ
の
事
業
は
原
子
燃
料
サ
イ

ク
ル
事
業
推
進
特
別
対
策
事

業
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
…

村
民
健
康
ウ
ォ
ー
ク
開
催

～
秋
晴
れ
の
な
か
村
民
八
十
人
参
加
～

近
年
、
健
康
増
進
の

一
環
と
し
て
　
　

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
は
、
食
生

注
日
を
浴
び
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。　
　
活
改
善
推
進
員
会

（奈
良
し
づ
江
会

十
月
十
日
大
沼
公
園
周
辺
で
村
民
　

　

長
）
の
皆
さ
ん
が
腕
に
よ
り
を
か
け

健
康
ウ
オ
ー
ク
が
開
か
れ
、
八
十
人
　

　

に́
作

っ
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
が
昼
食

の
参
加
者
は
秋
晴
れ
の
中
、
五
キ
ロ
　

　

と
し
て
振
る
舞
わ
れ
、
お
米
や
秋
の

メ
ー
ト
ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
　

　

味
覚
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、

み
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。　
　
狙

っ
て
い
た
賞
品
が
当
た
る
と
大
き

ラ
ン
ク
ト
ン
を
大
量
に
発
生
さ
せ
、

い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
に

こ
の
日
は
、
少
し
肌
寒
か

っ
た
も

の
の
値
林
作
業
に
精
を
出
し
た
参
加

者
は

′し、
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

な
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
参
加
者
た

ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
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翻

　

「

十
月
二
十

一
日
、
秋
の
火
災
予
防

　

　

ゃ
ん
親
子

⌒桂
川
）
が

「
火
事
の
な

運
動
に
あ
わ
せ
ア
ト
ム
幼
年
消
防
ク
　

　

い
市
浦
村
に
し
ま
す
と
」
誓

い
の
言

ラ
ブ
、
太
円
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、　
　
　
業
を
述
べ
ま
し
た
‘

市
浦
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
消
防
団
、　
　
　
　
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
ス
ト
ー
ブ

消
防
署
の
五
者
合
同
の
火
災
予
防
パ
　

　

を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
〓

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
〓　
　
　
　
　
　
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま

静
子
さ
ん
（相
内
）
、　
一
日
消
防
署
長

を
平
野
美
恵
子
さ
ん

一相
内
一
が
務

め
、
村
内
を
ニ
コ
ー
ス
に
分
け
て
の

車
両
パ
レ
ー
ド
や
相
内
地
区
で
の
歩

呼
び
か
け
ま
し
た
¨

パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
役
場
前
に

の
鼓
笛
演
奏
と
ア
ト
ム
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る

″火
の
用
心
々
の
呼
び

か
け
が
行
わ
れ
、
最
後
に
参
加
者
を

代
表
し
て
大
沢
静
子
さ
ん
、
藍
加
ち

千
牛
品
評
会
が
行
わ
　
　
　
　
　
　
（
）内
は
出
品
者

・
地
区
名

か
つ
ゆ
き

一相
澤
治
）

優
良
賞

か
ね
ま
る

（相
澤
治
）

た
け
ふ
じ
二
号

（三
上
剛
）

▼
去
勢
の
部

優
秀
賞

▼
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
次
郎

（成
田
勲
　
脇
元
）

た
き
ひ
ろ
二
号

（相
澤
治
一　
　
　
　
　
若
杉

（工
藤
義
美
　
磯
松
）

▼
め
す
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良
賞

優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
雪

（葛
西
武
和
　
脇
元
）

よ
し
ふ
く

（三
上
剛
　
脇
元
）
　

　

　

上
鶴

（三
和
幸
夫

・
脇
元
）
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▲誓いの言葉を述べる大沢さん親子  ▲火災のない市浦村を願って村内をパレー ド

健
康
増
進
施
設

（タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
）

建

設

工

事

の

安

全

を

祈

願

～
二
〇
〇
一
年
春
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
工
事
に
着
手
～

村
が
計
画
を
進
め
て
い
る
健
康
増
　
　
　
祈
願
祭
に
は
、
高
松
付
長
を
は
じ

進
施
設

（タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
）
―
―

　

　

め
、
関
係
者
約
四
十
人
が
出
席
し
施

十
月
二
十
五
日
健
康
増
進
施
設
建
設
　

　

設
の
早
期
完
成
と
工
事
期
間
中
の
無

の
安
全
祈
願
祭
が
建
設
予
定
地

一磯

　

　

事
故
を
析
願
し
、
く
わ
入
れ
や
工
串

松
地
区
）
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
，　
　
　
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
健
康
増
進
施
設
建

ヨ

　
　
詞

十
月
二
十

．
口
実
取
肉
用
牛
育
成
　

　

次
の
と
お
り
で
す
．



■

■

日

■

回

口

団

曰

■

十
三
小
学
校

惜
し
く
も
準
優
勝

第
２４
回

ト
リ
ム
野
球
大
会

相
内
小
学
校
は
第
三
位

日
日

日

目

目

圏

目

闇

闇

曰

相
内
小
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
準
優
勝
薪
人
の
壼

▲惜 しくも準優勝の十三小学校

暉ιチろ (S}

▲準優勝の成績 を残 した

九
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
二
日

間
に
わ
た

っ
て
、
ト
リ
ム
野
球
大
会

が
、
山
村
広
場
野
球
場
を
主
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
五
所
川
原
市
以
北

の
五
市
町
村
か
ら
、
小
学
校
九
校
、

中
学
校
五
校
が
参
加
し
て
お
り
、
今

回
で
二
十
四
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

当
日
は
、
台
風
の
影
響
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド

コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
も
悪
く
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
朝
早
く

か
ら
大
会
関
係
者
が
修
復
作
業
に
あ

た
り
、
な
ん
と
か
開
催
に
こ
ぎ

つ
け

開
会
式

で
は
、
三
和
将
大
選
手

（相
内
小
六
年
）
が

「
ト
リ
ム
野
球
の

精
神
に
の
っ
と
り
、
正
々
堂
々
プ
レ

ー
し
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行

い
、
熱

い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

結
果
は
金
木
小
学
校
、
金
木
南
中

学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

村
内
各
小

・
中
学
校
の
主
な
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈小
学
校

の
部
〉

▼
二
回
戦

十
二
小
　
２６
‐
２
　
中
里
小

相
内
小
　
Ю
１
８
　
下
前
小

▼
準
決
勝

『「〔　０。００４。５０細一９０

（五
回
コ
ー
ル
ド
）

（相
）
三
和
将
―
平
野
邦

（十
一
近
藤
祥
―
小
倉

◎
二
塁
打
　
近
藤
祥

（十
）

◎
二
塁
打
　
小
倉
、
秋
元

（十
一

▼
決
　
勝

針柱
′‐ヽ′ｊ、　２‐００１００‐０２２０剌一５４

（十
一
近
藤
祥
―
小
倉

（金
）
内
海
、
吉
田
―
室
屋

◎
三
塁
打
　
室
屋

一金
）

◎
二
塁
打
　
近
藤
祥
、
小
倉

（十
）

相
内
小
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

第
二
回
つ
が
る
ロ
マ
ン
カ

ッ
プ
争
奪

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
新

人
の
部
に
お
い
て
、
準
優
勝
の
成
績

六
年
生
の
部
で
は
十
三
小
学
校
が
第

二
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
大

会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
．

▼
予
選
リ
ー
グ

（六
年
生

の
部
）

◎
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク

相
内
小
　
２
１
０
　
下
前
小

相
内
小
　
０
１

２
　
繁
田
小

相
内
小
は
交
流
リ
ー
グ

ヘ

※
交
流
リ
ー
グ

（順
位
決
定
戦
）

相
内
小
　
２
１
１
　
修
道
小

相
内
小
　
２
１

１
　
小
泊
小

（相
内
小
は
第
四
位
）

〈中
学
校
の
部
〉

▼
準
決
勝

融緩中　０‐００００‐０‐００００２一２３

（中
）
近
藤
―
新
岡

（市
）
鳴
海
好
―
松
橋

◎
三
塁
打
　
鳴
海
陽

（市
）

〔個

人

賞
〕

敢
　
闘
　
賞
　
小
倉
勇
斗

（十
三
，

優
秀
選
手
賞
　
近
藤
祥
平

（十
三
！

ク
　
　
　
三
和
将
大

（相
内
‐

ク
　
　
　
鳴
海
好
秀

（市
浦
エ

繁
田
小

０
１
２
　
稲
垣
西

（卜
三
小
は
第
二
位
）

な
く
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
て
の
優

勝
で
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

相
内
小
　
２
１

０
　
富
疱
小

相
内
小
は
決
勝
リ
ー
グ

ヘ

※
決
勝
リ
ー
グ

し
か
し
選
手
は
、
早
く
も
来
年
に

向
け
て
の
活
躍
を
誓

い
あ

っ
て
い
ま

な
お
、
北
五
大
会
と
県
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
北
五
大
会
☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦
　
市
浦
中

２
１
〇

五
四
中

準
決
勝
　
市
浦
中

２
１
０

中
里
中

決
　
勝
　
市
浦
中

２
１
０

小
泊
中

（三
度
目
の
優
勝
）

▼
県
大
会

二
回
戦
　
市
浦
中

０
１
２

稲
垣
中

▼
予
選
リ
ー
グ

（新
人
の
部
）
　
　
　
　
相
内
小
　
０
１
２
　
稲
垣
西

相
内
小
　
２
１
０
　
下
前
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（相
内
小
は
準
優
勝
）

口囲
扁四
籠Ш
一回
市
浦
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

市
浦
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
　
　
　
続
く
十

一
月
六
、
七
日
に
行
わ
れ

北
五
中
学
校
新
人
体
育
大
会
に
お
い
　
　
た
県
大
会
で
は
、
二
回
戦
で
強
豪
稲

て
、
優
勝
を
か
ざ
り
、
こ
の
た
び
役
　
　
垣
中
と
対
戦
し
、
前
半
互
角
の
戦
い

場
に
優
勝
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
大
　
　
を
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

▲優勝報告に役場 を訪れた


